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日
頃
よ
り
、
自
治
会
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
る
８
月

６
日
、土
曜
日
、第
37
回
夏
祭
り

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
る
に
当
た

り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
団
地
の
夏
祭
り
は
、
年
々

参
加
さ
れ
る
方
も
多
く
な
り
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
主
催

す
る
自
治
会
が
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
い
る
夏
祭
り
は
、
文
字
通
り

お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

年
齢
差
を
越
え
、
老
若
男
女
、

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
ま

た
、
故
郷
に
思
い
を
馳
せ
帰
省

さ
れ
る
子
供
や
お
孫
さ
ん
達
と

想
い
出
づ
く
り
が
で
き
る
お
祭

り
で
す
。
そ
し
て
、
住
民
同
士

の
絆
が
深
め
ら
れ
、
故
郷
愛
に

満
ち
た
手
作
り
の
お
祭
り
で
も

　
今
年
は
37
回
目
、
武
蔵
台
の
伝
統
行

事
と
な
り
ま
し
た
夏
祭
り
。
今
年
も
昨

年
同
様
、
囃
子
連
の
笛
や
太
鼓
に
導
か

れ
、
山
車
巡
行
に
始
ま
り
、
武
蔵
台
中

の
皆
さ
ん
の
吹
奏
楽
演
奏
、
シ
ェ
ダ
ン

ス
教
室
の
皆
さ
ん
の
踊
り
や
各
団
体
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
し
て
櫓
を
囲
ん

だ
盆
踊
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
会
場
で
は
福
引
、
た
こ
焼
き
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
を
始
め
、
各
種
ス
ナ
ッ
ク
、

ド
リ
ン
ク
、
ゲ
ー
ム
や
玩
具
の
楽
し
い

模
擬
店
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
役
員
、
班
長
さ
ん
及
び
多
く

の
方
々
の
協
力
を
得
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
武
蔵
台
の
皆
さ
ん
、
当
日
は

何
を
さ
て
置
き
中
の
田
公
園
に
お
出
か

け
下
さ
い
、見
て
よ
し
、参
加
し
て
よ
し
、

あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
地
域
の
各
団
体
と
自
治
会

役
員
で
精
力
的
に
企
画
検
討
、
事
前
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
祭
り
の
準
備

や
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
役
員
始

め
、
会
場
作
り
で
お
手
伝
い
頂
く
班
長

さ
ん
、
模
擬
店
の
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
に

出
演
頂
く
各
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
、

商
店
の
方
々
、
そ
し
て
幼
稚
園
を
は
じ

め
小
中
学
校
の
皆
様
、
ま
さ
に
町
内
の

皆
様
全
員
の
力
が
一
つ
と
な
っ
て
、
伝

統
あ
る
夏
祭
り
が
出
来
ま
す
こ
と
に
心

よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
あ
、

い
よ
い
よ
お
祭
り
が
近
づ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
前
回
に
も
勝
る

素
晴
ら
し
い
お
祭
り
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い

あ
わ
せ
頂
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が

お
祭
り
に
足
を
運
ん
で
欲
し
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お
い
で
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

家
族
と
、
友
人
と
、
隣
人
と
、
み
ん
な
と

集
う
祭
り
が
こ
の
夏
も
や
っ
て
き
ま
す
！

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
会
長　
　

土　

井　

太　

郎

本年度の区長要望を
検討中です

　自治会では、28年度のこ
ま武蔵台地区から日高市へ
の要望として、下記の案件
を検討しています。今後、
案件を3件に絞り込んだ
上、区長要望として日高市
に申請を行います。

①高麗郵便局前・横の
　駐車禁止の安全対策
②七曲り公園内車いす
　通行可能な道路整備
③横断歩道の白線改修工事
④七曲り公園内健康遊具

設置
⑤街路樹の整備・植え替え

（自治会長/区長 土井）

絆を深め、故郷との思いを刻む夏祭り

８
月
６
日
（
土
）
は
夏
祭
り

集
い
、楽
し
い
出
会
い
が
絆
を
育
む
祭
り
！

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

歓
談
も
ま
た
よ
し
、
楽
し
い
出
会
い
が

待
っ
て
い
ま
す
よ
！

《
夏
祭
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

午
後
２
時
：
開
会
▽
子
供
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
子
供
山
車
巡
回

午
後
４
時
20
分
：
武
蔵
台
中
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
▽
シ
エ
ダ
ン
ス
披
露
、
来

賓
挨
拶

午
後
６
時
40
分
：
盆
踊
り 

▽
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
盆
踊
り

午
後
９
時
：
閉
会（

事
務
局
長　
菅
野
）
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平
成
28
年
5
月
21
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時　
　

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
平
成
28
年
度
日
高
市
総
合
防
災
訓
練
に

つ
い
て

実
施
日
：
８
月
28
日
（
日
）
午
前
８
時
～

　
実
施
要
領
に
つ
い
て
（
案
）

　
１
部
：
市
主
催
の
安
否
確
認
訓
練
（
日
高

市
全
地
域
）　

　
２
部
：
自
治
会
主
体
防
災
訓
練　

（
２
）
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
取
り
組
み

①
日
高
市
と
の
協
定
書
に
つ
い
て

②
水
入
れ
キ
ャ
リ
ー
の
配
置
に
つ
い
て
（
各

班
よ
り
情
報
収
集
中
）

（
３
）
区
長
要
望
提
出
に
つ
い
て

　
提
出
３
案
件
の
絞
り
込
み
の
事
前
検
討
推
進

（
４
）
家
庭
系
剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
事
業
協
力
に

つ
い
て
（
日
高
市
よ
り
提
案
）

①
可
燃
ご
み
軽
減
に
向
け
て
家
庭
系
剪
定
枝

の
処
理
場
設
定

②
（
案
）
自
治
会
館
北
側
駐
車
場
隅
、
及
び

他
に
２
個
所
の
候
補
地
を
検
討

③ 

設
定
地
決
定
後
市
役
所
に
申
請
書
提
出
。

実
施
は
７
月
１
日
予
定

（
５
）
28
年
度
夏
祭
り
の
テ
ー
マ
並
び
に
検
討

事
項

①
夏
祭
り
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
検
討

　
「
参
考
」　

＊
平
成
26
年
度「
お
帰
り
な
さ
い
ふ
る
さ
と
へ
」

＊
平
成
27
年
度
「
自
然
と
歴
史
と
ロ
マ
ン
の

町
へ
よ
う
こ
そ
」

②
今
年
の
検
討
事
項　

　
盆
踊
り
に
小
中
学
生
の
参
加
を
促
す
方
策
：

山
車
を
引
く
子
供
の
一
体
感
を
味
わ
っ
て
も

ら
う
施
策
と
し
て
法
被
着
用
は
ど
う
か
。
祭

り
イ
ベ
ン
ト
、
出
し
物
の
検
討

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長
報
告

①
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
募
金
、
緑
の
募
金

協
力
に
つ
い
て

②
移
送
サ
ー
ビ
ス
専
門
委
員
会
開
催

　
４
月
23
日
（
土
）

③
飯
能
日
高
消
防
署
の
自
治
会
館
特
別
点
検

実
施 　
５
月
13
日
（
金
）

④
武
蔵
台
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

　
５
月
13
日
（
金
）

⑤
武
蔵
台
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

　
５
月
14
日
（
土
）

⑥
武
蔵
台
マ
ル
シ
ェ　
５
月
15
日
（
日
）

⑦
武
蔵
台
小
学
校
運
動
会　
５
月
28
日
（
土
）

⑧
武
蔵
台
福
祉
ネ
ッ
ト
会
議

　
５
月
19
日
（
木
）

⑨
西
武
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
に
囃
子
連
出
演
協
力

　
６
月
５
日 （
日
）

（
２
）
区
長
報
告

①
高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０
年
記
念
祭
式
典

　
５
月
21
日
（
土
）・
虹
の
パ
レ
ー
ド　
５
月

22
日
（
日
）

②
日
高
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
役
員
会

　
５
月
10
日
（
火
）

③
日
高
市
社
会
福
祉
協
議
会
３
役
会

　
５
月
20
日
（
金
）

④
日
高
市
環
境
協
会
総
会　
５
月
24
日
（
火
） 

⑤
日
高
市
商
工
会
総
会
・
社
屋
落
成
祝
い

　
５
月
26
日
（
木
）

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

　

平
成
28
年
度
（
5
月
）

　

第
2
回
定
例
役
員
会
報
告

平
成
28
年
6
月
18
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時　
　

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
平
成
28
年
第
37
回
夏
祭
り
に
向
け
て

①
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

②
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
つ
い
て

③
運
営
方
法
に
つ
い
て

④
予
算
に
つ
い
て

（
２
）
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
取
り
組
み

①
日
高
市
と
の
協
定
書
に
つ
い
て

②
水
入
れ
キ
ャ
リ
ー
の
配
付
設
置
に
つ
い
て

（
３
）
区
長
要
望
提
出
に
つ
い
て

①
提
出
３
案
件
の
絞
り
込
み

②
そ
の
他
案
件
の
取
扱
い

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長
報
告

①
緑
の
募
金
、
赤
十
字
社
員
増
強
募
金
の
進

捗
状
況

②
植
木
剪
定
枝
の
集
積
場
開
設
と
開
始
時
期

に
つ
い
て

③
６
月
６
日
（
月
）
環
境
部
（
守
屋
氏
・
米

内
山
氏
）
学
校
道
路
ア
カ
シ
ヤ
ひ
こ
生
剪

定
④
６
月
２
日
（
木
）
武
蔵
台
民
生
委
員
と
合

　

平
成
28
年
度
（
6
月
）

　

第
3
回
定
例
役
員
会
報
告

同
連
絡
推
進
会
議
開
催

⑤
６
月
５
日
（
日
）
囃
子
連
西
武
鉄
道
フ
ェ

ス
タ
出
演

⑥
７
月
21
日
（
木
）
13
時
30
分
よ
り
武
蔵
台

公
民
館
に
て
郊
外
住
宅
地
の
住
ま
い
方
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
会
開
催

（
２
）
区
長
報
告

①
５
月
21
日
・
22
日
高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０

年
記
念
祭
日
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
武
蔵
台

か
ら
総
勢
25
名
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。

②
５
月
31
日
（
火
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

総
会

③
６
月
５
日
（
日
）　
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

④
６
月 

７
日
・
９
日 　
日
高
市
市
議
会
一
般

質
問
傍
聴

⑤
６
月
10
日
（
金
）
日
高
市
消
防
団
訓
練
激

励
（
飯
能
日
高
消
防
署
）

⑥
６
月
15
日
（
水
） 

振
り
込
め
詐
欺
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
参
加　
高
麗
川
駅
前

⑦
６
月
17
日
（
金
） 

明
る
い
選
挙
協
議
委
員

会
開
催　
　

⑧
６
月
26
日
（
日
） 

日
高
市
消
防
団
操
法
大

会
（
飯
能
日
高
消
防
署
）

⑨
６
月
30
日（
木
） 

日
高
市
社
会
福
祉
委
員
会

 

以
上

新
井　
　

勝
代
（
92
歳
）
一
─
四
十
四
─
九

　

ご
逝
去
日　

四
月
二
十
日　

横
澤　
　
　

昇
（
79
歳
）
四
─
十
四
─
六

　

ご
逝
去
日　

四
月
三
十
日　

桂　
　
　

松
子
（
66
歳
）
二
─
二
─
十

　

ご
逝
去
日　

五
月
二
十
五
日

⑥
日
高
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
・
評
議

委
員
会　
５
月
27
日
（
金
）

⑦
日
高
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
会

　
５
月
31
日
（
火
） 

以
上



（3） 武 蔵 台 だ よ り 2016年7月1日

自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

防災訓練と安心安全の街づくり� 自主防災組織委員会 副委員長 / 安全対策部 部長　世良田俊郎

　今年 4 月に発生した熊本地震は、まさに想定外の非常事態
が発生し、今なお 6 千人の方々が避難生活を強いられていま
す。マニュアルを生かせない、実践的でなかった防災訓練、
等々、思い通りにいかない現実は多くの教訓と示唆を残しま
した。また、昨年の茨城、栃木の大水害では、住宅、田畑が
大きな被害を受けました。
　わが街『武蔵台』は約 2,200 世帯により自治会を組織し、
単独自治会としては関東でも最大級の規模となっています。
津波、水害に強い地形の武蔵台も、少子・高齢化が急速に進
んでおり、住民の方々一人一人が防災意識を高めて、日ごろ
の生活における工夫と努力がますます必要となっています。

自主防災組織の活動が始動しました
　日高市では、61 団体の自主防災組織があります。当自治会
も既に自主防災組織委員会を立ち上げ、5 月 28 日、今年度の
第 1 回防災会議を実施しました。災害発生時に必要な助けや
支援には、「公助」、「共助」、「自助」の三つがあります。なか
でも、住民同士が協力して自分
たちの身を守る「共助」の担い
手としての自治会の役割は重要
であると考えています。その具
体的な活動として、防災知識の
普及、防災訓練、防災備品の備
蓄を進めています。

8月28日 (日 )は、総合防災訓練があります
　今、日本の各地で発生している災害は、明日の私たちの問
題と肝に銘じ、周辺環境、地形に合った防災訓練を行う必要
があります。日高市は、今年度より大地震発生を想定した市
全域の総合防災訓練を実施することになりました。
　こま武蔵台自治会は 151 ブロックに及ぶ班を編成していま
す。今回は、この大きな班組織においての安否確認を訓練の
主要目的とする予定です。一時避難場所として、屋外、道路、
近隣公園等が考えられますが、避難行動がとりづらい在宅介
護の方、身体不自由な方、高齢者の方々に配慮して行う必要
があります。

総合防災訓練の概要は次の通りです。
１．訓練日時　　平成 28 年 8 月 28 日（日）午前 8 時から
２．訓練内容　　(1) 安否確認訓練（班長さんが中心）
　　　　　　　　(2) 各種自主訓練（地元消防団による指導）

①初期消火訓練
②応急救護訓練
③心肺蘇生法（ADE）習得訓練

　　　　　　　　(3) 日高市役所での訓練（特定参加者）
自衛隊による炊き出し訓練ほか、多種訓練 

３．参加対象者　自治会加入している全世帯
　尚、防災訓練の詳細については、別途回覧等でお知らせ致
しますので、万障繰り合わせの上、ご参加をお願い致します。

『地域ケア会議』をご存知ですか?!
　　　　　　認知症カフェ「オレンジカフェ」を始めました！

日高市高麗地域包括支援センター所長 水元 光子

　高麗地域包括支援センターでは、こま武蔵台自治会、民生
委員、福祉ネットと２ヶ月に１度「地域ケア会議」を行って
います。
　この会議では、地域の皆さんのつながりづくりや課題把握、
住みやすい地域づくり等について、検討を行っています。会
議の内容は、今後の支援につなげられるよう、市へ地区の情
報として伝えています。　　　　　　　
　高齢になっても住み慣れた武蔵台で安心して生活が送れる
よう、それぞれの立場から活発に意見が出され、課題をどの
ようにしたらよいか話し合いをしています。課題として、認

知症高齢者の増加、閉じこもり予防があげられ、「オレンジカ
フェ」（認知症カフェ）をはじめました。会議メンバーのご協
力を頂き、ショッピングセンター内にある福祉ネット「ふれ

『郊外住宅地の住い方アンケート調査』結果報告会開催のお知らせ
━ 私たちの終の棲家・武蔵台 ━

　先般実施された、東京大学 住宅・都市解析研究室によ
るアンケート調査では、実に多くの住民の方々が、この街
を終の棲家と考えていることが分かりました。この興味あ

・と　き 　平成 28 年 7 月 21 日 ( 木曜日 )
 　午後 1 時半 〜 3 時
・ところ 　武蔵台公民館大集会室
・報告者 　東京大学 住宅・都市解析研究室 樋野准教授
・開催者 　( 株 ) 東急不動産次世代技術センター
・協　力 　こま武蔵台自治会・こま武蔵台福祉ネット

第1回防災会議では熱心な議論が展開

オレンジカフェ - おしゃべりが
弾み、笑顔、笑顔

あいサロン」で、４月より毎月
第３土曜日 13 時から開催して
います。お気軽にお立ち寄りく
ださい。
　今後も住みやすい地域づくり
のために、地域の皆さんと一体
となった活動を目指します。

るアンケート調査の結果報告会を下記の
要領で開催頂けることになりました。将
来に向けてのこの街での生活の在り方を
いろいろな面から考えてみる良い機会か
と思います。参加聴講は自由です。



　６月５日（日）、武蔵台に隣接する台地区に
ある西武鉄道の武蔵丘車両検修場で行われた

「電車フェスタ 2016」に行ってきました。今
年で４回目の開催だそうです。
　イベントには臨時電車やバスも運行、高麗駅
を下車の先着 3,000 名にはオリジナルグッズ
がプレゼントされ、子ども連れの家族や鉄道マ
ニアが沢山来場していました。
　会場の物販スペースは多くの人で賑わい、ス
テージでは、武蔵台の囃子連や武蔵台中の吹奏
楽の演奏をはじめ様々なショーが行われまし
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第
一
、
第
三
日
曜
日
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

広
場
で
朝
市
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
５
月
15
日
は
自
治

会
も
「
た
こ
焼
き
屋
」
を
出
店
し
ま
し
た
。
大
き
な
タ

コ
入
り
の
『
絶
品
た
こ
焼
き
』
は
売
れ
行
き
快
調
で
、

朝
市
の
集
客
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
試
験
的
に
始
め
て
い
る
『
ふ
れ
あ
い
マ
ル

シ
ェ
』、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
出
店
者
の
数
も
徐
々
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
出
店
も
事
前
の
申
請
の
み
で
、
出

展
料
は
無
料
。
団
地
の
住
民
の
方
々
の
み
な
ら
ず
、
台

や
清
流
地
域
の
方
々
の
出
店
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
が
気
軽
に
出
店
す
る
。
そ
れ
を

期
待
し
て
集
ま
る
人
が
増
え
て
い
く
。
そ
ん
な
姿
が
本

物
に
な
れ
ば
、
広
場
に
人
の
賑
わ
い
が
戻
り
、
武
蔵
台

の
活
性
化
に
も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
ま
す
。

　
地
元
の
畑
の
も
ぎ
た
て
新
鮮
野
菜
、
下
仁
田
の
こ
ん

に
ゃ
く
玉
を
使
っ
た
地
元
産
こ
ん
に
ゃ
く
、
小
鳥
の
巣

箱
、
竹
細
工
品
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
自

家
製
の
ス
イ
ー
ツ
や
惣
菜
、
特
別
価
格
で
頑
張
る
魚

屋
さ
ん
等
々
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
品
揃
え
に
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
が
加
わ
っ
て
、
ま
す
ま
す
楽
し
み
な
朝
市
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
朝
採
れ
フ
ァ
ー
ム
、
日
高
都
市
ガ

ふれあいマルシェ (ショッピングセンター広場の朝市 )
ふれあい広場に賑わいを取り戻そう！

家庭菜園の産品を出店。買いに来たお友
達と楽しいおしゃべり。

西武の「電車フェスタ2016」
車両撮影会には長蛇の列・・・大盛況！

ペタンク大会
奥が深く楽しいゲーム！

　6 月 5 日 ( 日 ) 武蔵台小学校グランドで開催されました。
当日は開催直前まで雨が降っていたこともあり、参加者は例
年より少なく、8 チーム（3 人編成）による対戦となりました。
ゲームは10分間のトーナメント方式。縦15m X 横5mのコー
ト内に目標球が置かれ、テニスボール程の金属製の自球を相
手よりいかに近くに投げるかを競うゲームです。一見簡単に
見えますが、コートチェンジするたびに変化するコート面の
凹凸や、各自の持球 2 球で即応する「作戦と技術」。意外に
奥が深い！
「やったー」、「ラッキー」という
逆転球の歓声があちこちで上が
り、優勝チームには『お米』、私
たちは 6 位で『洗剤』。事務局の
皆さん、楽しい時間をありがとう
ございました。 （広報部 北添）

8チームに分かれ熱戦が展開
されました！

楽しい盆栽教室
　　秋の紅葉が楽しみ〜！

　去る５月 11 日 ( 水 ) 武蔵台サロンにおいて、予め応募さ
れた８名の方々が雑木盆栽の鉢上げに取り組みました。
自治会館の庭に生えた実生の楢を素材に、針金を掛けて思い

素晴らしい楢の盆栽が出来上がり！

囃子連、台中の吹奏楽、そ
の他多彩なショーがイベン
トを盛り上げる

電車に囲まれての食事は興
奮気味

た。また車両や部品
が数多く展示され、
鉄道部品や備品の
即売、車両や乗務員
室の体験乗車など
の企画もあり、電車
や模型を背景に記
念写真をする家族
の姿が多く見られ
ました。なかでも一
番人気は車両撮影
会で、もの凄い長蛇
の列。大盛況の中、
午後 3 時半に終了
しました。

（広報部　望月）

思いの樹形に整姿し鉢に植え込みました。
　皆さん自慢の力作は出世の期待を込めて
持ち帰りました。秋に霜に当たった紅葉は
素晴らしい事でしょう。

文化厚生部

ス
、
篠
﨑
米
穀
店
、
ア

イ
ベ
ー
カ
リ
ー
、
福
祉

ネ
ッ
ト
な
ど
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
の
多

く
の
方
々
の
努
力
と
熱

意
が
朝
市
を
盛
り
上
げ
、

私
た
ち
の
街
に
元
気
を

発
散
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
部　
池
辺
）
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　先ごろの熊本の地震は、地元では安全と思われていた
地域での大きな災害となりました。地震に詳しい武蔵
台７丁目の荻原さんの講演のなかでも、「関東の地震は、
東日本大震災等に誘発されて、いつ起こっても不思議で
はない」と言われております。
　最近、埼玉県が実施した地震に対する調査では、日高
市は、熊本地震のタイプ「活断層型地震」では震度６弱、
東日本大地震のタイプ「海溝型地震」では震度５強の地
震が発生すると想定されています。しかし、武蔵台地区
は、「活断層型地震」では震度５強〜５弱、「海溝型地震」
では震度４と想定され、日高市の中でも一段階低目と
なっています。
　武蔵台地区が一段階低目に想定される理由として、地
盤の違いがあります。巾着田の西から滝不動に続く南北
の断層を境界に、東側の日高市街は新しい堆積層、一方の

わが街・わが地域・わが暮らしの豆知識
武蔵台の地盤から地震を考える 西側の武蔵台地区は地震基盤に相当する古い時代の岩盤

で形成されており、揺れにくい地盤と考えられています。
　武蔵台の開発に先立ち実施された地質調査によれ
ば、武蔵台の基盤は全域が古生代の岩盤（砂岩や粘板岩
チャート）で構成されていて、１丁目、２丁目と３丁目
の一部分には多摩段丘堆積物、飯能礫層と呼ばれる堆積
物が分布する地質構造とされています。いずれの地層も
固い地盤からなり、ツルハシでないと掘り返せないよう
です。
　また、武蔵台の造成前は北へ流下する谷地形が存在し、
宅地造成による盛土が各所でなされています。しかし、
盛土地盤は、その多くは固い地盤の切土を盛土材として
おり、地震による地滑りや崩壊の特性は非常に少ない地
盤と予想されます。
活断層型地震の発生周期は千年単位
　武蔵台に近い活断層としては、立川断層が岩蔵温泉を
横断し、また、深谷地区の活断層も存在します。この活
断層の活動によっては、震度の大きな地震が発生するこ
とも考えられますが、その活動は千年単位の活動と考え
られ、「活断層型地震」発生の可能性はかなり低いとさ
れています。
岩盤地層は海溝型地震に強い
　今後発生する可能性の高い地震は「海溝型地震」と考
えられています。地震に対する安全対策は必要なことで
すが、「海溝型地震」に対しては、武蔵台地区が埼玉県
内では最も地震に対する震度の低い地盤で構成されてお
り、住む人の安全・安心につながっています。武蔵台に
住む私たちにとり、このことは大きな誇りと言ってもよ
いのではないでしょうか。

　熊本の大地震は、東日本大震災に
続き、私たちに大きな衝撃と不安を
もたらしました。そこで今回は、『武
蔵台の地盤から地震を考える』をテー
マにした記事の掲載を企画しました。
　記事は、２丁目にお住いの池辺政已氏にお願いを致しま
した。池辺氏は地質調査研究の専門家であり、今年度は自
治会広報担当役員としても活躍をされております。
 （広報部編集担当記）

　晴天の 5 月 22 日、日高アリーナで高麗郡建郡 1300 年記念行事
の一つ、「虹のパレード」が行われました。谷ケ﨑日高市長の話では、
当日の参加者数は 3000 人。幼稚園、小・中・高・大学や地域団体・
組織の社会人など幅広い市民が参加する盛大で素晴らしい行事とな
りました。武蔵台地区からは、自治会、民生委員、福祉ネットなど
から約 20 名がカラフルな高句麗衣装に身を包み、地域別の部のパ
レードに参加しました。その他にも武蔵台からは幼稚園、学校、サー
クルなどから大勢の人が参加しました。パレードは、アリーナから
高麗川小学校を通り高麗川中学校までを往復。よさこいチームや韓
国からの大勢の参加もあって、カラフルで、賑やかに、そして国際
交流のパレードにもなりました。当日は、高麗、高麗川、高萩の地
域と会場の間を 20 分間隔でシャトルバスが運行され、多くの方々
が安心して参加できたのも素晴らしい運営でした。
　私自身、パレードに直接参加して、喜びと気持ちの高揚を感じま
した。そして、行事の推進・運営、支援の活動に多くの若い人たち
が生き生きと参加活躍をしていた姿はとても印象的で、日高市の明
るい将来を感じさせるものでもありました。

（なお、記念祭の模様は「広報ひだか 6 月号」に写真入りで詳細に
紹介されています。）

高麗郡建郡1300年記念祭「虹のパレード」に参加して
　　躍動する若い人たちに日高の明るい将来を感じる！

文化厚生部　鳥井章男
　武蔵台団地は宅地開発されて約半世紀。当時
設置された設備は全てに老朽化が進んでいます。
　みんなの広場（武蔵台ショッピングセンター
広場）の中央にある植え込みもその一つ。高さ
１メートル、一辺が２メートル四方の大きな植
え込みは、切り株が残されたまま長い間放置さ
れ、雑草が生え、煙草の吸い殻、空き缶、ビニー
ル袋に入った犬の糞などゴミ捨て場になってい
ました。広場の美観をそこなうばかりか、構造
物が劣化し危険な状態に。
　そこで毎朝広場を利用するラジオ体操会では、
責任者の平野氏と台地区から参加している江夏

みんなの広場が綺麗になった！

根っこの掘り出しは大仕事！

武蔵台地区は古い時代の岩盤で
形成されている� ２丁目　池辺 政已

氏が中心となり、
体操参加の有志に
よって撤去を敢
行。きれいな広場
に甦りました。

（2 丁目　川村）
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武
蔵
台
に
居
を
構
え
、
毎
日
の
生
活
を
営
む

皆
さ
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が
、
日
常
の
暮
ら
し
の
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で
、
ま
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人
生
の
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で
感
じ
る
こ
と
、
思
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こ
と
な
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を
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書
き
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し
た
も
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を
武
蔵
台
だ
よ
り
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誌
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上
で
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い
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想
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多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報

誌
、
さ
ら
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
情
報
や
意
見
が

発
信
さ
れ
、
誌
面
に
反
映
さ
れ
る
広
報
誌
を
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て
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す
。
皆
さ
ん
、
ま
ず
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リ
レ
ー
随

想
に
寄
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

(

広
報
担
当 

柳
沢)

ツイート広場・つぶやき交差点
◆もうすぐ夏休み！
　子供も大人も「みんなの広場のラジオ体操」に集まれ～

　ラジオ体操会は発足して今年７月で３年
目。最近は20人程の参加者ですが、すっかり
定着し毎朝７時には元気に顔を合わせ会話も
はずみます。ラジオ体操が着実に住民相互の
絆を育んでいます。喜寿を迎えた方が、「自
分が元気でいられるのは皆さんのおかげ」と
敬老記念の飲み物を皆さんにふるまわれた嬉
しいハプニングもありました。家庭菜園をし
ている何人かの方は収穫した新鮮な野菜を持
ち寄り、広場の花壇が寂しくなると誰となく
花の苗を持ち寄り植えたり、犬、猫が入らぬ
よう防護板を作るなど、仲間同士の絆は深ま
り、住みよい武蔵台の街づくりと環境美化に
貢献しています。
　夏休みもすぐ。「明日の
武蔵台を担う子供たちとご
家族」の参加をみんなで心
待ちにしていま〜す。

（ラジオ体操会世話人　川村）

◆来年初春の奥むさし駅伝に参加しよう！
　ただいま選手を募集中！

　平成29年1月下旬に開催される奥むさし駅
伝は、飯能と折り返し点となる西吾野の奥武
蔵路の6区間でタイムを競う新春恒例の駅伝
大会です。今年は選手が足らず参加を断念し
ましたが、来春は何としてでも参加をしたい
と思います。
　走ることが大好きな
方、ぜひ参加してくだ
さい。

各区間の距離：４〜10Km
参加申込・問合せ先：
　　2丁目 桂好弘（駅伝チーム監督、
　　　　　　　　電話　042-982-1012）
締切：8月31日。

（体育部・部長 皆川）

今
年
も
咲
き
ま
し
た
！　
キ
ン
ラ
ン
、
ギ
ン
ラ
ン
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、
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落

状
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で
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れ
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春
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同
じ
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に
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。
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ン
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ン
、

ギ
ン
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ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
な
ど
の
樹
木

と
共
生
す
る

菌
で
育
つ
と
い
う
特
殊
な
植
物
で

す
。成
育
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

小
さ
な
森
の
環
境
を
整
え
て
や
る

こ
と
で
す
。

　
枯
れ
枝
を
配
し
て
落
葉
を
堆
積

さ
せ
固
い
表
土
を
柔
ら
か
く
す

る
、
山
野
草
の
移
植
、
雑
草
を
活

か
し
て
草
地
を
増
や
す
。
神
宮
の

森
の
造
成
と
維
持
に
落
葉
の
利

用
、
と
Ｔ
Ｖ
で
特
集
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
小
さ
な
森
も

原
理
は
同
じ
、
里
山
の
痕
跡
と
記

憶
を
復
活
さ
せ
下
草
が
茂
る
中
の

キ
ン
ラ
ン
、
ギ
ン
ラ
ン
を
見
た
い

も
の
で
す
。

（
一
丁
目　
横
山
） 

引
っ
越
し
て
き
て
よ
か
っ
た
！

　
14
年
た
っ
た
今
も
、
思
い
は
変
わ

ら
な
い
、
そ
し
て
、

「
お
友
達
を
さ
ん
づ
け
で
呼
ぶ
の
」、
転
入
初
日
、
小

学
校
か
ら
帰
っ
た
娘
は
語
っ
た
。
引
っ
越
し
て
き
た

こ
こ
は
、
時
間
が
ゆ
っ
た
り
流
れ
て
い
て
穏
や
か
だ
。

道
が
広
い
か
ら
？
公
園
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
か
ら
？
そ

れ
と
も
、
た
だ
静
か
な
だ
け
？
・
・
は
て
？

　
あ
る
日
の
こ
と
、娘
が
私
に
話
し
か
け
た
。以
前
は
、

近
く
て
充
分
聞
こ
え
て
い
る
と
い
う
の
に
、「
マ
マ
、

マ
マ
」
と
甲
高
い
声
で
話
し
か
け
て
い
た
。
け
れ
ど
、

そ
の
日
は
、
傍
に
き
て
（
ト
ン
ト
ン
）
と
軽
く
叩
い

て
話
し
出
し
た
の
だ
。
私
が
「
引
っ
越
し
て
き
て
よ

か
っ
た
！
」
と
思
っ
た
瞬
間
だ
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
14
度
目
の
夏
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
子
ど
も
が
独
り
立
ち
し
て
、
老
い
た
親
を
訪

ね
て
き
た
と
き
、
変
わ
ら
な
い
町
で
い
て
ほ
し
い
と

思
う
。
正
直
、
私
も
こ
れ
以
上
変
わ
り
た
く
（
老
い

た
く
）
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
。

　
今
年
も
夏
至
が
過
ぎ
た
。
日
に
日
に
暑
さ
が
増
し

リ
レ
ー
随
想

て
い
く
が
、
日
は
短
く
な
る
。
私
の
一
年
で
も
っ
と

も
好
き
な
日
、
冬
至
ま
で
。
東
京
よ
り
４
℃
ほ
ど
寒

い
武
蔵
台
の
冬
を
待
ち
遠
し
く
思
い
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
本
格
的
な
夏
を
乗
り
切
ろ
う
。

（
１
丁
目　
女
性　
Ｗ
）

愛
犬
と
散
歩
し
な
が
ら
花
め
ぐ
り

　
最
近
の
楽
し
み
は
、
愛
犬
と
散
歩

で
花
め
ぐ
り
。
季
節
で
散
歩
の
コ
ー

ス
が
か
わ
る
。
春
の
沈
丁
花
の
香
り

に
誘
わ
れ
歩
き
出
し
、
桜
見
上
げ
な

が
ら
タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
ふ
き
飛
ば
し
、

ぺ
ん
ぺ
ん
草
耳
も
と
で
鳴
ら
す
。

　
幼
か
っ
た
頃
、
道
く
さ
し
な
が
ら
家
に
帰
る
感
じ

で
懐
か
し
い
。バ
ラ
の
花
が
綺
麗
な
お
庭
の
前
で
、「
綺

麗
、
ス
テ
キ
な
お
庭
」
な
ど
と
愛
犬
に
話
し
て
い
る

と
、
お
庭
で
作
業
さ
れ
て
い
る
方
に
笑
わ
れ
て
し
ま

う
。
花
の
名
前
、
育
て
方
な
ど
教
え
て
い
た
だ
く
時

も
あ
り
、
有
意
義
な
わ
た
し
の
散
歩
。

　
そ
ろ
そ
ろ
紫
陽
花
が
色
づ
き
は
じ
め
た
の
で
、
明

日
は
紫
陽
花
コ
ー
ス
に
行
っ
て
み
よ
う
。

 （
１
丁
目　
女
性　
Ｔ
）

わが街・わが地域・わが暮らしの豆知識

クヌギの移植、枯れ枝
の周囲に落葉が溜まっ
ていきます。

雑草を刈らずに活かせ
ば他の植物も復活。落
ち葉の飛散防止も。

踏まないように。掃
き筋を付けただけの
通路。


